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1　事業の概要

30年度

２　今後の事業の方向性

３　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)

1

30年度決算
額

5,286 千円

職員数 3.35 人

junkan@pref.nagano.lg.jp
事　業　名 資源循環システム構築事業費

部局 環境部 課・室 資源循環推進課

実施期間 S46 E-mail

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

８つの重点目標

総合的に展開する
重点政策

4-5 地球環境への貢献

事業番号 06 06 01

事
 

業
 
コ
 

ス
 
ト

区　分（単位：千円） 指標及びその達成状況

予
算
額

前年度繰越

補正予算

合計（A)

目指す姿

循環型社会の形成を推進するために、廃棄物の発生を抑制し、環境にやさしいライフスタイルを推進する。
成果目標　：　1人1日当たり一般廃棄物排出量　847g（H25）→795g（H32）
　　　　　　　　 産業廃棄物総排出量　4,341千t（H25） → 4,358千t（H32）

（主な実施内容：“チャレンジ800”ごみ減量推進事業、産業廃棄物３Rサポート事業、きれいな信州環境美化推進事業など）

Aの
財源

　一般財源

　国庫支出金

822g
(H28）

未達成

　その他

現状
(予算編成時)

・一般廃棄物の発生抑制に向け、“チャレンジ800”ごみ減量推進事業の取組、食品ロスの削
減等の啓発を行っている。また、産業廃棄物の発生抑制に向けた講習会を開催し、事業者等
への支援を行っている。
・長野県廃棄物処理計画（第４期）により減量化等の取組を推進している。

0

当初予算
No 成果指標 29年度

達成状況

　県　債
② 産業廃棄物総排出量

2,999

0

533

0

4,427千ｔ
（H28）

未達成

4,185

0

4,185

0

6,794

0

6,794

1,186 6,261

0

11,317

461

0

75

10,781

 概算人件費 （Ｃ）

 概算事業費（B（A）+C）

 決　　算　　額（B）

概　算
人　件

費

 職員数（人）

3,798 5,286

3.35 3.35

27,142

30,940

27,530

32,816

3.35

27,530

38,847

No （人） （当初） （決算） （当初）

目標に対する

成果の状況

・１人１日当たりの一般廃棄物排出量については、事業系廃棄物が前年度から微増するなどH29年度実績817ｇで目標値の
800gには到達しなかったが、４年連続で排出量が全国一少ない都道府県となった。
・産業廃棄物の排出量については、下水道の普及、農業集落排水又は浄化槽から公共下水道への切り替え等に伴う下水道
汚泥の増加や、製造業の業況がプラス水準にあり企業活動が活発に行われたことなどから目標達成には至らなかった。

今後、事業を
どのようにし
ていきたいか

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

課　題 今後の方向性

・１人１日当たりの一般廃棄物排出量は減少しているが、食品
ロスや事業者から排出される紙ごみ及び家庭ごみの約4割を
占める生ごみの削減が進んでいない。
・産業廃棄物は、下水道の普及に伴う下水道汚泥等の増加に
より、排出量は増加傾向にある。

引き続き、長野県廃棄物処理計画（第4期）に基づき、一般廃
棄物、産業廃棄物の減量化に向け、取組を進めていく。
・”チャレンジ800”ごみ減量推進事業の推進
・一般廃棄物処理セミナーを開催し市町村を支援
・リサイクル製品の利用促進や廃棄物の適正処理の働きかけ
による３Ｒの推進
・事業者を対象とした研修会の開催及び表彰の実施

備考

合計 3.35 6,794 5,286

資源循環システム構築事業費
地域循環圏の形成推進及びごみ減量の推進
産業廃棄物３Ｒ実践講習会、専門研修会の開催
信州リサイクル製品の普及拡大　　等

3.35 6,794 5,286

No
プロジェクト

細事業名

成果指標
設定理由

① 1人1日当たり一般廃棄物排出量

30年度　実施内容（実績）
職員数 平成30年度

0

①②長野県廃棄物処理計画（第４期）の目標値により算出

11,317

11,317

令和元年度

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検事業改善シート （30年度実施事業分）

29年度 30年度

0

目標値

800g
(H29）

4,363千ｔ
（H29）

成果

817g
(H29）

4,588千ｔ
（H29）

令和元年度

0

11,317
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事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表 □当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

06 06 01

29年度

資源循環システム構築事業費
“チャレンジ800”ごみ減量推進事
業

直
接

地域循環圏形成推進のため研修会等を実施
食品ロス削減啓発用チラシ等印刷代
レジ袋削減キャンペーン啓発用物品の購入
ごみ減量を広く県民に周知するため、新聞広告を実施

地域循環圏形成推進のため研修会（２回）を実施
食品ロス削減啓発用チラシ等印刷代
レジ袋削減キャンペーン啓発用物品の購入
ごみ減量を広く県民に周知するため、新聞広告を実施

計画通り
○

1,066 2,904 2,849 0 1,711

資源循環システム構築事業費
“チャレンジ800”ごみ減量推進事
業

委
託

食品ロス削減のためのテレビCMの作成
ごみ減量日本一サイトの保守管理委託を実施

・食品ロス削減のためのテレビCMの作成
　委託先：㈱ながのアド・ビューロ―
・ごみ減量日本一サイトの保守管理委託を実施
　委託先：㈱タナカラ

計画通り
○

1,947 2,916 2,916 0 2,872

資源循環システム構築事業費 産業廃棄物３Ｒサポート事業
直
接

産業廃棄物３Ｒ実践講習会（年１回）の開催
産業廃棄物３Ｒ専門研修会（年１回）の開催
信州リサイクル製品認定審査会の実施

産業廃棄物３Ｒ実践講習会（年１回）の開催
産業廃棄物３Ｒ専門研修会（年１回）の開催
信州リサイクル製品認定審査会（２回）の実施

計画通り
○

419 422 419 0 176

資源循環システム構築事業費
きれいな信州環境美化運動推進事
業

直
接

環境美化啓発用ポスター、チラシ印刷代 環境美化啓発用ポスター、チラシ印刷代
計画通り

○
75 75 75 0 64

資源循環システム構築事業費 循環型社会形成推進功労者表彰
直
接

循環型社会形成推進知事表彰、賞状代 循環型社会形成推進知事表彰、賞状代
計画通り

○
33 33 33 0 33

資源循環システム構築事業費
自動車リサイクル法に基づく更新
事務

直
接

有効期限満了通知郵送代
登録通知書郵送代

有効期限満了通知郵送代
登録通知書郵送代

計画通り
○

136 24 24 0 20

資源循環システム構築事業費
第一種フロン類回収事業者の登録
更新事務

直
接

有効期限満了通知郵送代
登録通知書郵送代

有効期限満了通知郵送代
登録通知書郵送代

計画通り
○

43 20 20 0 19

資源循環システム構築事業費 事務経費
直
接

事務用品等 事務用品等
計画通り

○
466 458 458 0 391

　

　

　

　

　

　

4,185 6,852 6,794 0 5,286

1

環境部 資源循環推進課課・室資源循環システム構築事業費

30年度
実施
状況

部局
事業番号

事　業　名

細事業名

30年度

30年度　実施内容（実績）
当初
(千円)

要求
(千円)

合　　　　計

当初
(千円)

補正
(千円)

決算
(千円)

1

1

1

細事業
No

1

1

1

1

項目

実
施
方
法

30年度　実施内容（予定）


